
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  耐震改修費用の取扱い 

Ｑ：当社では、地震に備えて耐震改修工事

を行う予定です。これにかかる費用は、どの

ように取り扱われますか？ 

 

Ａ：資本的支出に該当しますので、資産計

上しなければなりません。 

【解説】 

耐震改修工事は、建物の通常の維持管理の

ために行うものであることから、修繕費に該

当するのではと思われるかも知れませんが、

税務では、建物の耐久性を高めるために支出

する費用として捉えますので、その支出は、

資本的支出として取り扱われることとなって

います。 

したがって、支出した耐震改修工事につい

ては、いったん資産計上をしたうえで、減価

償却の手続きを経て費用に計上されることと

なります。 

この場合には、建物と同様に減価償却をす

ることとなりますが、建物の残存償却年数で

償却するのではなく、建物に適用している耐

用年数を適用して償却していくこととなって

います。 

また、耐震改修工事のうち、一定の要件を

満たすものについては、通常の減価償却に加

えて、10%の特別償却をすることが認められて

いますので、利益の上がっている会社におい

ては計上することを検討されるといいと思い

ます。 
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